
※掲載している回答の内容は、回答した時点の市の見解となります。 

その後の制度変更などにより、最新の市の見解と異なる場合がありますのでご了承ください。 

  

市長への手紙 
（今までの主なご意見と回答） 

受付日 令和 ６年 ８月 ９日 

回答日 令和 ６年 ９月 ４日 

件     名 

防災緊急放送について 

内     容 

スピーカによる防災緊急放送が室内外問わず反響して聞き取れない。対策をしてほし

い。 

回     答 

防災行政無線は、屋外向けの放送設備となっているため、風向きや天候、周辺の建築物

などの影響により、建物内では音声が聞き取りにくい場合があります。 

そのため、通話料無料で放送内容を再確認できるフリーダイヤルをその補完手段とし、

利用が集中した場合にも対応できる回線数を確保しております。  

災害時には、防災行政無線だけでは伝達しきれない災害情報が多様にあります。必要な

情報を幅広く、かつ、きめ細やかに周知していくことが重要であるため、市ホームページ

や市公式ＬＩＮＥ、ＦＭやまと（７７．７ＭＨｚ）などを活用し、市民の皆様に迅速かつ

正確に伝達されるよう発信しておりますので、それらの手段のご活用をご検討ください。 

今後も防災行政無線の放送内容をより聞き取りやすくするために、スピーカーの角度調

整や仕様面の向上などについても検討を進めながら、災害情報を各家庭にしっかり伝える

ための対策を実施してまいります。 

事務担当課 危機管理課（０４６－２６０－５７７７） 


